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報告事項

（１）過去３年間の総合教育会議の議題について

期日 件名

令和元年度

第1回 ① 平成31年度倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施計画について

R1.5.29 ② 中部地区の高校進学問題について

③ いじめ・不登校問題について

第2回 ① 新学習指導要領の全面実施（小学校）体制及び外国語教育について

R1.12.16 ② いじめ・不登校問題について

③ ＩＣＴ教育について

④ 図書館の活動について

令和２年度

第1回 ① 令和２年度倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施計画について

R2.5.27 ② 第３期教育振興基本計画骨子について

③ 中部地区の高校進学状況について

④ いじめ・不登校問題について

⑤ 新型コロナウイルス感染症について

第2回 ① コロナ禍での学校について

R2.12.23 1）新たな生活様式と学校生活

2）部活動／県大会・全国大会の中止の影響

3）修学旅行

② いじめ・不登校問題について（コロナ禍での変化も含む）

③ 小規模特認校制度について

④ ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた今後のＩＣＴ活用について

令和３年度

第1回 ① 倉吉市教育に関する施策の大綱（案）について

R3.5.26 ② 高校進学状況について

③ いじめ、不登校問題について

④ ICT環境整備について

⑤ 令和３年度倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施計画について

第2回 ① いじめ、不登校問題／ＧＩＧＡスクール構想について

R3.12.22 ② 今後の少人数学級のあり方について

③ 小学校適正配置推進計画の進捗について



令和３年度

倉吉市教育行政の点検及び評価

倉 吉 市 教 育 委 員 会

令和４年５月



はじめに

平成19年６月に「教育改革関連３法」の改正が行われ、その中で、教育委員会の責任体制の明

確化や体制の充実に関する規定の整備を図るため、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

の一部改正により、平成20年４月から教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出するとと

もに、公表をしなければならないとされました。

倉吉市教育委員会では、本市における教育の振興のための施策に関する基本的な計画として、平

成23年に第11次倉吉市総合計画と連携した「倉吉市教育振興基本計画」を策定し、将来的な方向性

や以後５年間（平成23年度～平成27年度）に重点的に取り組むべき施策を示し、平成28年には今後、

一層進む少子高齢化社会に対応する教育行政をするために、「倉吉市教育振興基本計画（第２期）」

（平成28年度～平成32年度）を策定して、各年度の「倉吉市の教育方針と重点施策」と「倉吉市教

育行政の点検及び評価」により進行管理を行い、着実な計画の推進に努めてきました。その結果、

倉吉市の教育理念「豊かな心を持ち、個性を発揮する人づくり」の実現を図るための様々な施策を

展開することができました。

こうした中、本市の教育行政の更なる発展を見据えた次世代の教育が求められており、本市教育

の目指すべき姿とその実現に向けたより実効性のある計画となるよう、教育委員会各課館所の連携

を重視した「豊かな心を持ち 自立して生きる 未来を拓く 人づくり」を新たな教育理念に掲げ、

第12次倉吉市総合計画（令和3年3月策定）と連携した「倉吉市教育振興基本計画（第３期）」（令

和３年度～令和７年度）を策定しました。

倉吉市教育委員会は、「社会全体が協働し学び続ける環境づくり」、「創造性を培い、自立性・

自主性を養う学校教育の推進」、「安心・安全な教育環境の充実」、「たくましく健やかな心と

体づくりの推進」、「文化資源の保存活用と文化・芸術の振興」を教育目標と基本施策とし、自

ら設定した教育に関する方針や施策の実現を図るために、事業等の取り組み状況を日々点検・評

価を行いながら改善を図り、より充実したものにしていきます。

そのため、市民から信頼される教育行政を目指し、教育委員会や事務局の役割、事業の進捗状

況等について説明責任を果たすため、重点的に取り組んだ19項目の点検・評価を行い、その結果

を公表し、効果的な教育行政の推進を図るとともに、教育委員会の会議の開催などの活動状況を

記載し、ここに報告書としてまとめました。

≪参照≫ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任され

た事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事務

を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。



１ 評価・公表について

(1) 実施時期

点検及び評価は毎年度行うこととされており、当該年度における取り組み状況の点検･評価を

年度内に行う。

(2) 評価の方法

教育委員会全般にわたり適正な教育行政の点検・評価や総合計画に掲げた目標水準の達成状況、

施策の進捗状況との整合性を図りながら評価項目を策定し、評価にあたっては、審議会等に諮り、

自己評価、外部評価を行う。

(3) 議会への報告

報告書を作成し議会に提出しなければならないこととされており、６月市議会に報告を行う。

(4) 一般への公表

課題を共有化しその解決を図るために広く意見を求め、より適正な評価に努めるために評価結

果を市民に公表する。

(5) 各種教育関係機関の評価結果の活用

学校評価、社会教育団体、文化団体、スポーツ団体の評価結果の効果的な活用を行う。

(6) 外部の有識者等の知見の活用

○点検・評価・公表の流れ

教育委員会事務局の組織マネジメント(PDCA)及び業務評価システムの確立

Ｐ計画 → Ｄ実施 → Ｃ検証(中間評価) → Ａ実行 → Ｃ評価(自己・最終)

４月 倉吉市の教育方針と重点施策を基にした各課の基本方針と実施計画を策定する

９月 重点施策の実施計画の進捗状況のチェックを中間評価とする。

２月 重点施策の実施状況を各課で自己評価をする。

３月 各課の担当する審議会等に自己評価結果を提出し、外部評価を最終評価とする。

４月 教育委員会定例会で業務評価として協議し、市議会に提出し、６月市議会に報告

する。

市民へは、リーフレット、ウェブページ、市の広報誌等を活用して公表する。



２ 評価に当たって

第12次倉吉市総合計画における、施策と教育委員会事務局で取り組んでいる施策との整合性を図

りながら総合的な観点での評価に心がけた。評価に当たっては、令和３年度各事業の施策に示した

目標に向かって、取り組むべき事業ごとに「目標」「実績」「成果」「課題」の観点に分けて行う

こととした。また、評価項目については特に焦点化をはかり点検・評価の重点化を図ることにした。

○ 評価基準

平成24年度評価より評価基準を見直し、目標を上回る成果が上がった場合をＡ評価とした。

目標値達成率を目安に、「成果」欄には、実績によって得られた成果を中心に評価を行った。

３ 主な重点施策の成果

成果 判 断 基 準

Ａ 当初の目的・目標を上回る成果が上がった

Ｂ 当初の目的・目標を達成した

Ｃ 当初の目的・目標を下回る成果に止まった

Ｄ 当初の目的・目標を大きく下回った

評価せず 感染症対策等が原因で意図に反して目標を達成できないが、下回ってもいない

区 分

施策と担当課

施策数

成 果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 評価

せず
総合

目的・目標を上回る 目的・目標を達成 一部の進展に止まった 目的・目標を下回る

１ 開かれた学校づくりの推進

学校教育課 ３ ２ １
Ｂ

教育総務課 ２ ２

２ 家庭教育の充実

学校教育課 ２ １ １ Ｂ

３ 地域力を育む社会教育の推進

社会教育課 ２ ２ Ｂ

４ 公民館活動の推進

社会教育課 ２ ２ Ｂ

５ 「感動」を生み「知る喜び」を感じる博物館

博物館 ４ １ ３ Ｂ

６ 豊かな心を育む図書館

図書館 ３ ２ １ Ａ

７ 幼児教育の充実

学校教育課 １ １ Ｂ

８ 学力向上の推進

学校教育課 ３ ３ Ｂ



区 分

施策と担当課

施策数

成 果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 評価

せず
総合

目的・目標を上回る 目的・目標を達成 一部の進展に止まった 目的・目標を下回る

９ 特別支援教育の充実

学校教育課 ２ ２ Ｂ

10 組織的・機能的な学校運営

学校教育課 ３ １ ２ Ｂ

11 安心して教育を受ける機会の推進

学校教育課 １ １
Ｂ

教育総務課 ２ ２

12 教育環境の整備充実

教育総務課 １ １
Ｂ

社会教育課 ２ １ １

13 学校の適正配置の推進

学校教育課 １ １ Ｂ

14 人権尊重社会の担い手づくり

学校教育課 ４ ４ Ｂ

15 たくましい体の育成

学校教育課 １ １
Ｂ

社会教育課 ３ ３

16 学校給食の充実、食育の推進

学校給食センター ２ ２
Ｂ

社会教育課 １ １

17 体育・スポーツの振興

社会教育課 ４ ３ １ Ｂ

18 倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成

学校教育課 ３ ３ Ｂ

19 文化財の保存、活用、伝承

文化財課 ３ １ ２ Ｂ

計 ５５ ９ ４３ ２ １



                                         
倉吉市教育の創造 

・第３期倉吉市教育振興基本計画の進ちょく管理（５年計画の１年目）・働き方改革の推進 

・倉吉市教育委員会の活性化（教育に関する事務の点検・評価の推進、総合教育会議、学校・公民館訪問） 

・「倉吉市立小学校適正配置推進計画」に基づく学校再編の推進（各地区協議会での課題の明確化とその対応） 

・ＩＣＴの活用推進 

～行きたい学校・ 

帰りたい家庭・ 

住みたい地域～ 

令和３年度 倉吉市の教育方針と重点施策 

【教育理念】 

豊かな心を持ち 自立して生きる 未来を拓く 人づくり
【教育大綱】 

・創造性を培い、豊かな心と健やかな身体を養う。 

・幅広い知識を身に付け、自立して生きる力を養う。 

・社会の一員として、多様な人とともに、協働する力を養う。

・郷土を愛し、自然を大切にし、伝統や文化を尊重する 

態度を養う。 

第12次倉吉市総合計画 

まちづくりの基本理念 

【将来像】   

元気なまち、くらしよし、未来へ！ 

基本目標３【教育・文化】 

未来を拓く人を育て、芸術が輝くまちづ

くり 

教育基本法 

・人格の完成と、社会の形

成者としての国民の育成 

学校教育法 

社会教育法 

図書館法 

文化財保護法 

博物館法 

１ 社会全体が協働し学び続ける環境づくり 
開かれた学校づくりの推進 

・地域学校委員会の活性化  

・「学校評価アンケート」の実施と結果の分析・公表  

・倉吉市小中学校一斉公開   ・地域の次世代育成  

家庭教育の充実 
・PTA連合会との共催による教育講演会   ・地域未来塾 

・「くらよし子育て応援ブック」の活用  

・「倉吉の子育て十か条」の啓発、推進 

地域力を育む社会教育の推進 
・生涯にわたる学びの保障、機会の提供と環境整備 

（生涯学習講座、鳥取看護大学・鳥取短期大学公開講座の開

催） 

・将来の地域や社会を担う青少年の育成と活動の場つくり 

（放課後子ども教室、子ども会活動の支援、ハイスクールフォー

ラム、成人式実行委員会による成人式の実施） 

公民館活動の推進 
・人づくり、地域づくりにつながる公民館の機能強化 
(公民館研究指定事業等の実施) 
・ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ職員の研修の充実と資質向上 
(館長・主事研修会、連携・共有による研究活動、社会教

育士資格の取得) 
「感動」を生み「知る喜び」を感じる博物館 

・美術賞の継続   ・テーマ性のある展示の展開 

・教育普及活動の充実 

豊かな心を育む図書館 
・図書の収集（社会のデジタル化推進に対応するための図書、

ビジネス支援・資格取得に関する図書） 
・山上憶良短歌賞作品の募集  ・老朽施設の修繕 

２ 創造性を培い、自立性・自主性を養う学校教育の推進 
幼児教育の充実 

・幼児教育と小学校教育の連携・接続カリキュラムの作成・活用  

学力向上の推進 
・教員がきめ細やかな指導を行うために必要な人的配置  

・相談体制の充実  

特別支援教育の充実 
・倉吉市「個別の支援計画」と「個別の指導計画」の活用 

・小学校 1 年生対象の読みに対する早期支援 

３ 安心・安全な教育環境の充実 
組織的・機能的な学校運営 

・働き方改革の推進 ・共同学校事務室の設置 

安心して教育を受ける機会の推進 
・教員がきめ細やかな指導を行うために必要な人的配置  
・相談体制の充実  ・各種就学援助の周知と適切な執行 
・奨学金制度 

教育環境の整備充実 

・学校施設の適正な維持管理 

学校の適正配置の推進 
・適正配置協議会、各地域説明会の開催 

４ たくましく健やかな心と体づくりの推進 

人権尊重社会の担い手づくり 
・「学校教育における人権教育の基本方針」に基づく人権教育の推進 
・学校満足度アンケートの活用  ・相談体制の充実  
・町内学習会の充実   ・情報モラル教育の推進 

たくましい体の育成 
・学校体育の充実   ・子どもの年齢に応じた体力づくりの推進 

学校給食の充実、食育の推進 

・栄養教諭などによる学校での食に関する指導 
・親子で学ぶ食の教室の実施 

体育・スポーツの振興 
・スポーツ活動支援（スポ少補助、体育大会、全国大会補助等） 
・体育施設の整備・充実（陸上競技場改修等） 
・生涯スポーツの推進（スポーツ推進委員、ニュースポー

ツ交流会） 
５ 文化資源の保存活用と文化・芸術の振興 

倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成 
・小中学生リーダー会議開催  ・くらよし風土記の活用 
・成人式実行委員会 

文化財の保存、活用、伝承 
・大御堂廃寺跡の整備と活用・中尾遺跡第3次発掘調査 

「感動」を生み「知る喜び」を感じる博物館【再掲】 

・美術賞の継続    ・テーマ性のある展示の展開 
・教育普及活動の充実 



６ 教育委員会の主な動向

(1) 教育長・教育委員の在任状況

（Ｒ４．３．３１現在）

①委員の異動（市長が任命）

令和３年１０月３日付で小椋博幸教育長が再任された。

令和４年 １月１日付で髙橋義博委員が再任された。

(2) 教育委員会の会議

（Ｒ３．４．１～Ｒ４．３．３１）

(3) 教育委員会の開催状況

４月２３日第６回定例会

５月２６日第７回定例会

６月２５日第８回定例会

職 名 氏 名 年齢 就任年月日 任 期 保護者

教育長 小椋 博幸 63 R 3.10. 3 R 6.10. 2

教育長職務代理者 福井 真喜代 69 H30.10. 8 R 4.10. 7

委 員 田民 義和 64 R 2.10. 5 R 6.10. 4

委 員 髙橋 義博 59 R 4. 1. 1 R 7.12.31

委 員 西田 江美 47 R 1.10. 5 R 5.10. 4 ○

会議名 回数 備 考

教育委員会 １６ 議案４０件、協議事項７件、報告事項１８８件

議 案（ １件） 議案第24号 倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区保存計画の

変更について

協議事項（ ２件） 令和２年度倉吉市の重点施策の実績及び評価について

令和３年度倉吉市の重点施策に基づく実施計画について

報告事項（２１件） 教育長報告ほか２０件

議 案（ ３件） 議案第25号 令和３年度教育費補正予算について

議案第26号 令和２年度倉吉市教育行政の点検及び評価について

議案第27号 令和３年度倉吉市の重点施策に基づく実施計画について

報告事項（１０件） 教育長報告ほか９件

議 案（ ３件） 議案第28号 倉吉市立成徳小学校と倉吉市立灘手小学校の統合について

議案第29号 市立小学校教職員の処分について

議案第30号 市立小学校教職員の処分について

報告事項（１３件） 教育長報告ほか１２件



７月１９日第９回臨時会

７月２６日第１０回定例会

８月２５日第１１回定例会

９月２４日第１２回定例会

１０月２２日第１３回定例会

１１月４日第１４回臨時会

１１月２２日第１５回定例会

議 案（ １件） 議案第31号 令和３年度教育費補正予算について

議 案（ ２件） 議案第32号 倉吉市伝統的建造物群保存地区保存条例及び倉吉市打吹玉

川伝統的建造物群保存地区における建築基準法の制限の緩

和に関する条例の一部改正について

議案第33号 市立小学校教職員の処分について

報告事項（２０件） 教育長報告ほか１９件

議 案（ ４件） 議案第34号 令和３年度教育費補正予算について

議案第35号 倉吉市伝統的建造物群保存事業補助金交付要綱の一部改

正について

議案第36号 学校給食センター調理等業務委託業者評価委員会設置要綱

の制定及び評価委員の委嘱又は任命を教育長が専決するこ

とについて

議案第37号 市立中学校教職員の処分について

協議事項（ １件） 倉吉市打吹玉川伝統的建造物群保存地区保存活用計画について

報告事項（１５件） 教育長報告ほか１４件

報告事項（１７件） 教育長報告ほか１６件

議 案（ １件） 議案第38号 市立中学校教職員の処分について

協議事項（ １件） 令和３年度倉吉市教育委員会重点施策に基づく実施計画の進捗状況につ

いて

報告事項（１８件） 教育長報告ほか１７件

議 案（ １件） 議案第39号 倉吉市教育委員会事務局職員の処分について

議 案（ ６件） 議案第40号 令和３年度教育費補正予算について

議案第41号 倉吉市立小学校及び中学校管理規則及び倉吉市教育委員会

事務局組織等に関する規則の一部改正について

議案第42号 倉吉市立学校事務職員の標準的な職務の内容及び職務の遂

行に関する要綱の制定について

議案第43号 倉吉市共同学校事務室運営要綱の制定について

議案第44号 倉吉市体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正に

ついて

議案第45号 倉吉市フリースクール利用料助成事業補助金交付要綱の制

定について



１２月２２日第１６回定例会

１月２６日第１回定例会

２月１５日第２回臨時会

３月８日第３回臨時会

３月１５日第４回臨時会

３月２５日第５回定例会

協議事項（ ２件） 令和４年度学校閉庁について

令和３年度末倉吉市学校教職員人事異動方針について

報告事項（１８件） 教育長報告ほか１７件

議 案（ ２件） 議案第46号 倉吉市教育委員会ハラスメント防止要綱の制定について

議案第47号 市立中学校教職員の処分について

報告事項（２１件） 教育長報告ほか２０件

協議事項（ １件） 令和３年度倉吉市教育委員会表彰について

報告事項（１３件） 教育長報告ほか１２件

議 案（ ６件） 議案第１号 令和３年度教育費補正予算について

議案第２号 令和４年度教育委員会主要事業について

議案第３号 令和４年度教育費当初予算について

議案第４号 倉吉パークスクエアの設置及び管理に関する条例の一部改

正について

議案第５号 倉吉市高校生等通学費助成事業補助金交付規則の一部改正

について

議案第６号 倉吉市文化財保存・保護事業補助金交付要綱の一部改正

について

報告事項（１２件） 教育長報告ほか１１件

議 案（ １件） 議案第７号 令和３年度末倉吉市学校教職員人事異動について

議 案（ １件） 議案第８号 市立小学校教職員の処分について

議 案（ ８件） 議案第９号 令和４年度倉吉市の教育方針と重点施策について

議案第10号 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について

議案第11号 地域学校委員会委員の任命について

議案第12号 倉吉市教育委員会事務局等組織規則の一部改正について

議案第13号 倉吉パークスクエア広場の管理に関する規則の制定

議案第14号 倉吉市教育委員会所管施設の使用料等の減免に関する規則

の一部改正について

議案第15号 倉吉市立図書館の管理及び運営に関する規則の一部改正に

ついて

議案第16号 行政委員会等に対する事務委任及び補助執行に関する規則

の一部改正について

報告事項（ １０件） 教育長報告ほか９件



(4) 総合教育会議の開催状況

５月２６日第１回総合教育会議

１２月２２日第２回総合教育会議

(5) 計画訪問・意見交換会・諸行事への参加

① 学校計画訪問

② 意見交換会 令和３年度は未実施

③ 諸行事への出席

報告事項（ １件） 令和２年度倉吉市教育行政の点検及び評価について

協議事項（ ５件） 倉吉市教育に関する施策の大綱（案）について

高校進学状況について

いじめ、不登校問題について

ICT環境整備について

令和３年度倉吉市教育委員会の重点施策に基づく実施計画について

協議事項（ ４件） いじめ・不登校問題について／ＧＩＧＡスクール構想について

今後の少人数学級のあり方について

小学校適正配置推進計画の進捗について

R3. 7. 2 西郷小学校計画訪問 R3.11. 1 上小鴨小学校計画訪問

R3. 7. 6 西中学校計画訪問 R3.11. 9 河北小学校計画訪問

R3. 7.12 久米中学校計画訪問 R3.11.15 社小学校計画訪問

R3.10. 6 鴨川中学校計画訪問 R3.11.19 成徳小学校計画訪問

R3.10.12 高城小学校計画訪問

R3. 4. 2 宣誓式

R3. 4. 9 倉吉市立小学校入学式

R3. 4. 9 倉吉市立中学校入学式

R2. 4.24 特別展「片岡鶴太郎展 顔 ー Ｆａｃｅｓ ー」開幕式

R2. 4.28 鳥取県教育審議会学校教育分科会

R3. 5. 8 倉吉市小学校 PTA 連合会定期総会

R3. 5.22 小学校運動会（河北小・明倫小・上灘小・小鴨小・北谷小・高城小・上北条小）

R3. 5.29 小学校運動会（西郷小・成徳小・社小・関金小）

R3. 6.14 第66回倉吉市美術展覧会開会式

R3. 6.27 第66回倉吉市美術展覧会表彰式

R3. 8. 3 第26回鳥取県図書館大会



R3. 8.23 令和３年度 鳥取県都市教育長協議会

R3. 9.11 中学校運動会（河北中・東中・西中・久米中・鴨川中）

R3. 9.17 小学校運動会（上小鴨小）

R3. 9.18 令和２年度倉吉市成人式（オンライン）

R3. 9.19 小学校運動会（灘手小）

R3.10.31 小川氏庭園「環翠園」内覧会

R3.11.17 東伯郡倉吉市教育委員合同研修会

R3.12. 5 関金ラグビー場オープニングイベント

R3.12.12 中部ハイスクールフォーラム２０２１

R4. 1. 3 令和３年度倉吉市成人式

R4. 3.11 中学校卒業式

R4. 3.18 小学校卒業式

R4. 3.21 倉吉市創作文華展表彰式



史跡　大御堂廃寺跡　～計画策定までの経緯～ 文化財課

名　称 大御堂廃寺跡
指定年月日 平成13年1月29日 （文部科学省告示第18号）
所在地 鳥取県倉吉市駄経寺町2丁目3番の6、3番の7
面　積 33,503.47㎡

年　度 平成13年度、平成14年度（先行取得）
面　積 27,554.42㎡

目　的
大御堂廃寺跡を保護し、将来的に史跡としての整備を
行うもの。

購入方法 国庫・県補助（国4/5、県残り1/3、市2/3）

購入金額 1,134,057,263円
国（ 907,245,000円）
県（  75,604,000円）
市（ 151,208,263円）

作成期間 平成30年度、令和元年度

目　的

　史跡大御堂廃寺跡の歴史的価値を次世代へ正しく確
実に継承するため、本質的価値や構成要素を明らかに
し、保存・管理、活用、整備、運営・体制の現状と課
題を整理し、今後の方向性と方法を示すとともに、地
域住民の誇りや愛着の醸成、地域活性化や観光振興に
寄与するため策定するもの。

【策定委員会】
委員9人（うち地元5人）
オブザーバー（随時指導）
・文化庁
・鳥取県文化財課

補助金等
国庫・県補助（国1/2、県残り1/5、市4/5）
【事業費】4,509,519円

国（ 2,254,000円）
県（   451,000円）
市（ 1,804,519円）

認　定 令和2年6月 （文化庁認定）

作成期間 令和２年度

目　的

　保存活用計画において示された保存・管理、活用、
整備、運営・体制の方向性や方法を踏まえたうえで、
その実現に向けた各種整備や活用の具体的な方法を示
すため策定するもの。

【整備検討委員会】
委員7人（うち地元2人）
オブザーバー（随時指導）
・文化庁
・鳥取県とっとり弥生の王国推進課

補助金等
国庫・県補助（国1/2、県残り1/3、市2/3）
【事業費】6,130,000円

国（ 3,065,000円）
県（ 1,021,000円）
市（ 2,044,000円）

表示根拠

指導・助言
の内容

表示方法

令和３年度

令和４年度

令和５～６年度

【倉吉市】委員会からの助言、文化庁から指導を仰ぎ、整備基本計画を策定する。

【委員会】整備基本計画に対して、学識経験者及び地域代表の立場で助言する。

【文化庁】整備基本計画に対して、その整備が適当であるか判断して指導する。

史跡等整備のてびき（平成16年：文化庁文化財部記念物課）抜粋
　遺構の表現は、発掘調査の成果を第１の基礎として、さまざまな観点からの調査
研究の成果に基づき、遺構の規模・配置・形態・性質等に関する情報を模式的に示
すもの。

　発掘調査及び調査研究を基に、地下に保存されている遺構の位置、規模、配置、
形態等を、遺構直上の地表面において復元、立体的に、模式的に表示すること。
　礎石が確認された建物跡は、想定される柱間に礎石を置き、建物を表示するこ
と｡礎石が確認されてない建物跡は基壇跡から想定される建物規模を表示すること｡
　基壇表面は雨水による流失、踏み締めによる欠落がないように工夫（舗装等）す
ること。

立体表示する基壇：金堂(１ｍ) 塔(１ｍ) 講堂(50㎝) 僧房(20㎝) 回廊(20㎝)
平面表示する基壇：築地塀(35㎝）
　理由　・寺域の内外を行き来する来訪者の往来を阻害しないため
　　　　・地表面を流れる雨水排水の流れを阻害しないため
立体復元する建物：築地塀の南側の一部
立体表示する遺構：溜枡
平面表示する遺構：木樋

基本設計

実施設計

整備工事

指
定

公
有
化

保
存
活
用
計
画

役割等

整
備
基
本
計
画



感じる！伝える！！山陰が誇る大伽藍と仏教文化
だいが ら ん

整備に向けて

準備中～♪

史跡大御堂廃寺跡 整備テーマ
おおみどうはいじ あと

←⑥築地塀
ついじべい

←①塔

↓④僧房
そうぼう

←③講堂

↑②金堂

⑤回廊→

↓⑦溜枡と木樋
ためます も く ひ

川原寺（奈良県・７世紀後半）復元模型

◆大御堂廃寺跡はこんな感じ

◆大御堂廃寺跡で見つかった建物

かわらでらしき かんぜおんじしき

「川原寺式（観世音寺式）」伽藍配置
がら ん

・寺域の東寄りに伽藍が配置されている！

・西に金堂、東に塔、北に講堂！

・金堂の入り口が、塔の方向にある！

→官寺特有の配置

この配置、地方寺院では

珍しいんだって！

①塔･･･････舎利（釈迦の遺骨）を安置。代用として
しゃり

一般的には貴石などを納めた。

②金 堂･･･本尊仏を祀る寺院にとって重要な施設。

③講 堂･･･僧侶が論議を重ねる建物。

④僧 房･･･僧侶の住居。寮。
そ う ぼ う

⑤回 廊･･･寺の中枢区域を囲む屋根付きの廊下。
ろうか

⑥築地塀･･･寺の範囲を示す瓦屋根のついた土塀。
ついじべい ど べ い

⑦溜枡と木樋･･長大な上水道施設。湧水を溜枡まで木樋
ためます も く ひ

により導水した。

整備前 現在の様子

整備イメージ

県立美術館

『週刊朝日大百科 日本の国宝009』 朝日新聞社

ガイダンス施設

飛鳥時代（７世紀中頃）の創建とさ

れる山陰最古級の寺院跡。主要な堂塔

だけでなく、地方寺院では珍しい僧房
そうぼう

や築地塀も備わっていた。
ついじべい

★

AR

★

AR

※伽藍・・・寺院の主要建物群のこと
がらん



【お問い合わせ先】倉吉市教育委員会 文化財課

電話:0858-22-4419 / fax:0858-22-2303

Eメール:bunkazai@city.kurayoshi.lg.jp

◆基本理念 ◆基本方針

①大御堂廃寺の歴史を体感でき、イベント等を

通し、多くの人々が集い・学び・憩う場

②まちづくりの一環として、市民等と協働による

「つくり育てていく」史跡

③県立美術館と活用の相乗効果が発揮され、一体

化した共有空間

①大御堂廃寺跡の本質的価値を確実に保存・継承するた

めの整備

②大御堂廃寺跡の本質的価値を顕在化させるための整備

③大御堂廃寺跡を公開・活用するための整備

④県立美術館をはじめとする周辺環境を活かした整備

◆おもしろ体験学習

何してる？

やってみよう!

①礎石の移動体験
そせき

②築地塀の版築体験
つい じべい はんちく

◆整備スケジュール

上灘小学校にある礎石を

大御堂廃寺跡に戻してみる！

修羅に乗せて引っ
し ゅ ら

張ってみよう！

できるかな？？

～基本理念を実現させるために･･･

ほかに何しようかな～

ワクワク♪

「築地塀の造営作業想像図」

『古代の官衙遺跡』

奈良文化財研究所 2003

『日本人はどのように建造物をつくってきたか１法隆寺』

草思社 1980



周年他 社総金 博物館棟 収蔵庫棟 歴史民俗資料館棟

平成24年
  (2012)

耐震診断　Is値　0.34
「地震の震動及び衝撃に対して倒壊し、
又は崩壊する危険性あり」と判定

平成25年
  (2013)

平成26年
  (2014)

博物館
40周年

・荷物用エレベーター改修
工事

平成27年
  (2015)

・屋根外壁改修及び耐震補強工事
・屋根外壁改修工事（二期）

・トイレ（文化財課）改修工
事

平成28年
  (2016)

鳥取中
部地震

・空調設備、給水施設応急修繕
・災害復旧調査設計業務
・バックヤード床改修工事

・屋根外壁改修工事設計
業務

・道路駐車場等災害復旧工事
・展示室1・2照明設備復旧工事

・屋根外壁改修工事

平成30年
  (2018)

令和元年
  (2019)

・【文化庁】ガス系消火設備
改修工事

・PCB含有電気工作物（開閉器）交換修
繕工事

・【文化庁】男女トイレ改修工事
・【コロナ】玄関・通用口扉自動ドア化改
修工事

・工作室エアコン改修工事
・【コロナ】トイレ改修工事

令和5年
  (2023)

令和6年
  (2024)

博物館
50周年

令和7年
  (2025)

市展70
回

※財政計画記載事業
　・電気設備改修工事

※財政計画記載事業
　・空調設備改修工事

※建築物定期点検による
　・高架水槽改修工事

※建築物定期点検による
　・屋根・外壁改修工事

倉吉博物館施設改修履歴及び長寿命化計画

築年により耐震診断の施設の対象外

中長期保全計画策定

・災害復旧工事

・【文化庁】ガス系消火設備改修工事

・【文化庁】警報設備改修工事

・空調設備改修工事

・照明設備（LED化）改修工事

・【文化庁】消防設備（火災感知器、防火扉、排煙設備）改修工事
（R4設計業務　国費交付決定）

第
１
期

平成29年
  (2017)

令和2年
  (2020)

令和3年
  (2021)

令和4年
  (2022)

歴史民
俗資料
館40周
年

令和8年
  (2026)
　　～
令和12年
　(2030)

第
４
期

第
２
期

第
３
期



倉吉市教育の創造

・第３期倉吉市教育振興基本計画の進ちょく管理（５年計画の２年目）・教職員の働き方改革の推進

・倉吉市教育委員会の活性化（教育に関する事務の点検・評価の推進、総合教育会議、学校・公民館訪問）

・「倉吉市立小学校適正配置推進計画」に基づく学校再編の推進（各地区協議会での課題の明確化とその対応）

・ＩＣＴの効果的な活用推進

～行きたい学校・

帰りたい家庭・

住みたい地域～
令和４年度 倉吉市の教育方針と重点施策

【教育理念】

豊かな心を持ち 自立して生きる 未来を拓く 人づくり

【教育大綱】

・創造性を培い、豊かな心と健やかな身体を養う。

・幅広い知識を身に付け、自立して生きる力を養う。

・社会の一員として、多様な人とともに、協働する力を養う。

・郷土を愛し、自然を大切にし、伝統や文化を尊重する

態度を養う。

第12次倉吉市総合計画

まちづくりの基本理念

【将来像】

元気なまち、くらしよし、未来へ！

基本目標３【教育・文化】

未来を拓く人を育て、芸術が輝くまちづ

くり

教育基本法

・人格の完成と、社会の形

成者としての国民の育成

学校教育法

社会教育法

図書館法

文化財保護法

博物館法

１ 社会全体が協働し学び続ける環境づくり

① 開かれた学校づくりの推進

・地域学校委員会（コミュニティ・スクール）の活性化

・「学校評価アンケート」の実施と結果の分析及び公表

・倉吉市小中学校一斉公開 ・地域の次世代育成

② 家庭教育の充実

・PTA連合会との共催による教育講演会 ・地域未来塾

・「くらよし子育て応援ブック」の活用

・「倉吉の子育て十か条」の啓発、推進

③ 地域力を育む社会教育の推進

・生涯にわたる学びの保障、機会の提供と環境整備（生涯学

習講座、鳥取看護大学・鳥取短期大学公開講座の開催）

・将来の地域や社会を担う青少年の育成と活動の場つくり

（放課後子ども教室、子ども会活動の支援、ハイスクール

フォーラム、成人式実行委員会による成人式の実施）

④ 公民館活動の推進

・人づくり、地域づくりにつながる公民館(コミュニテ

ィセンター）の機能強化

(公民館研究指定事業等の実施)

⑤ 「感動」を生み「知る喜び」を感じる博物館

・テーマ性のある展示の展開

・教育普及活動の充実

⑥ 豊かな心を育む図書館

・読書活動の推進

・対象者のニーズに応じたサービスの提供

・山上憶良短歌募集事業の拡充

２ 創造性を培い、自立性・自主性を養う学校教育

の推進

⑦ 幼児期の教育と小学校教育の連携

・幼児期の教育と小学校教育の連携

・接続カリキュラムの作成・活用

⑧ 学力向上の推進
・ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業づくり

・児童生徒の協働的な学びにおける効果的なICT活用

⑨ 特別支援教育の充実

・倉吉市「個別の支援計画」と「個別の指導計画」の活用

・小学校1年生対象の読みに対する早期支援

３ 安心・安全な教育環境の充実

⑩ 組織的・機能的な学校運営

・教職員の働き方改革の推進 ・共同学校事務室の設置

⑪ 安心して教育を受ける機会の推進

・児童生徒に向き合う時間を十分確保するとともに、きめ細やかな指導を展開する

ための人的配置 ・相談体制の充実 ・各種就学援助の周知と適切な執行

・奨学金制度 ・児童生徒遠距離、高校生通学支援

⑫ 教育環境の整備充実

・学校施設の適正な維持管理

⑬ 学校の適正配置の推進

・適正配置協議会、各地域説明会の開催 ・成徳小学校灘手小学校統合

・集合学習の実施

◎ 文化教養施設・体育施設の整備充実

・施設の長寿命化 ・老朽施設の修繕、改修

４ たくましく健やかな心と体づくりの推進

⑭ 人権尊重社会の担い手づくり

・「学校教育における人権教育の基本方針」に基づく人権教育の推進

・児童生徒意識アンケート ・相談体制の充実

・情報モラル教育の推進（９年間カリキュラム）

⑮ たくましい体の育成

・学校体育の充実 ・子どもの年齢に応じた体力づくりの推進

⑯ 学校給食の充実、食育の推進

・栄養教諭などによる学校での食に関する指導

・親子で学ぶ食の教室の実施

⑰ 体育・スポーツの振興

・スポーツ活動支援（スポ少補助、体育大会、全国大会補助等）

・生涯スポーツの推進（スポーツ推進委員、ニュースポーツ交流会）

５ 文化資源の保存活用と文化・芸術の振興

⑱ 倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成

・小中学生リーダー会議開催 ・くらよし風土記の活用

・成人式実行委員会

⑲ 文化財の保存、活用、伝承

・文化財の啓発と市民との協働 ・大御堂廃寺跡の整備と活用

⑤ 「感動」を生み「知る喜び」を感じる博物館【再掲】

・テーマ性のある展示の展開 ・教育普及活動の充実


